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議
　
決
　
結
　
果

自　民 公　明 共　産 民　進 無
派

無
派

無
派

無
派

無
派

白
　
石
　
正
　
輝

藤
　
沼
　
壮
　
次

せ
ぬ
ま
　
　
　
剛

新
　
井
　
ひ
で
お

く
じ
ら
い
　
光
治

鴨
　
下
　
　
　
稔

古
　
性
　
重
　
則

吉
　
岡
　
　
　
茂

渡
辺
　
ひ
で
あ
き

高
山
　
の
ぶ
ゆ
き

か
ね
だ
　
　
　
正

鹿
　
浜
　
　
　
昭

工
　
藤
　
哲
　
也

た
　
だ
　
太
　
郎

伊
藤
　
の
ぶ
ゆ
き

長
　
澤
　
興
　
祐

前
　
野
　
和
　
男

う
す
い
　
浩
　
一

渕
　
上
　
　
　
隆

小
　
泉
　
ひ
ろ
し

た
が
た
　
直
　
昭

い
い
く
ら
　
昭
二

長
井
　
ま
さ
の
り

岡
　
安
　
た
か
し

く
ぼ
た
　
美
　
幸

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

吉
　
田
　
こ
う
じ

さ
　
の
　
智
恵
子

大
　
竹
　
さ
よ
こ

針
　
谷
　
み
き
お

ぬ
か
が
　
和
　
子

鈴
木
　
け
ん
い
ち

浅
　
子
　
け
い
子

は
た
の
　
昭
　
彦

西
の
原
　
え
み
子

山
　
中
　
ち
え
子

鈴
　
木
　
あ
き
ら

米
　
山
　
や
す
し

長
谷
川
　
た
か
こ

お
ぐ
ら
　
修
　
平

馬
　
場
　
信
　
男

市
　
川
　
お
さ
と

へ
ん
み
　
圭
　
二

松
　
丸
　
ま
こ
と

土
　
屋
　
の
り
こ議　案　件　名

平成 28 年度足立区一般会計補正予算（第 5 号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 28 年度足立区介護保険特別会計補正予算（第 2 号）可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 29 年度足立区一般会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 29 年度足立区国民健康保険特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 29 年度足立区後期高齢者医療特別会計予算 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
足立区特定個人情報保護条例の一部を改正する条例 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
足立区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

足立区職員定数条例の一部を改正する条例 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
足立区における保育の利用等に関する条例の一部を改正
する条例 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

足立区国民健康保険条例の一部を改正する条例 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
員
提
出

足立区子どもの医療費の助成に関する条例の一部を
改正する条例 継 続 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○

足立区学校給食費助成条例 否 決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○

用

語

解

説

＊
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
訪
日
外
国
人
旅
行
者
ま
た
は
訪
日
外
国
人
旅
行
の
こ
と

＊

平成 29年（2017 年）4月 25日 第 280 号（6）足 立 区 議 会 だ よ り

諮　

問

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

　
　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
、

漆
原
康
次
氏
、
藤
波
道
子
氏
、
町

田
伸
明
氏
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す

る
た
め
、
区
長
か
ら
議
会
の
意
見

を
求
め
ら
れ
、
異
議
な
い
も
の
と

答
申
し
ま
し
た
。

◇
足
立
区
歯
科
口
腔
保
健
推
進
条
例

　
　

区
民
の
歯
科
口
腔
保
健
に
関
す

る
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、

　

も
っ
て
区
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸

に
資
す
る
も
の

◇
足
立
区
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

足
立
区
組
織
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議

す
る
決
議

◇
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

◇
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
）
環
境
の
整
備
促
進

を
求
め
る
意
見
書

◇
い
じ
め
へ
の
対
策
推
進
を
求
め
る

意
見
書

（
決
議
・
意
見
書
要
旨
は
別
掲
）

　
◇
足
立
区
学
校
給
食
費
助
成
条
例

　
　

助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
子
育
て
支
援
及
び
教
育

の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の

　
（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

否
決
に
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
あ

り
）

　
◇
足
立
区
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
る
年
齢
を
拡
大
す
る
も
の　

  

◇
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

意
見
書
は
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す

  

副
区
長
の
選
任
に
同
意

  

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

副
区
長
に
つ
い
て
、
区
長
か
ら
選

任
同
意
が
求
め
ら
れ
、
議
会
は
こ
れ

に
同
意
し
ま
し
た
。

副
区
長　
　
　
　
　

長
谷
川　

勝
美

　

教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
区

長
か
ら
任
命
同
意
が
求
め
ら
れ
、
議

会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員　

浅
井　

え
り
子

議
決
日

る
決
議

2
月
12
日
、
北
朝
鮮
は
、
新
型
中

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。

北
朝
鮮
の
行
動
は
、
核
兵
器
の
開

発
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
軍
事
行

動
で
あ
る
。
度
重
な
る
核
実
験
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
対
す
る
重
大
な

挑
戦
で
あ
り
、
北
朝
鮮
が
幾
度
と
な

く
そ
の
国
際
的
義
務
を
無
視
し
て
い

る
こ
と
は
、
挑
発
的
で
あ
り
決
し
て

容
認
で
き
な
い
。

　

平
和
と
安
全
の
都
市
宣
言
を
行
っ

て
い
る
足
立
区
と
し
て
、
国
際
社
会

の
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
暴
挙
は
、

断
じ
て
容
認
で
き
ず
、
厳
し
く
糾
弾

す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
厳
重
に

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
核
・
ミ
サ
イ

ル
・
拉
致
問
題
の
早
急
か
つ
包
括
的

な
解
決
を
図
る
た
め
、
政
府
が
国
際

社
会
と
連
携
し
て
北
朝
鮮
に
対
す
る

圧
力
の
強
化
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
で
は
、

開
業
後
に
沿
線
で
住
宅
の
供
給
が
進

ん
だ
結
果
、
平
日
の
朝
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
は
輸
送
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
現
在
、
す
べ
て
の
列
車
が
５
両

編
成
で
運
行
し
て
い
る
が
、
全
列
車

を
６
～
７
両
編
成
に
増
結
す
る
こ
と

で
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
も
途
中
の
駅
か

ら
乗
車
で
き
る
よ
う
、
混
雑
を
緩
和

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
土
曜
・
休
日
ダ
イ
ヤ
に
お

け
る
最
終
列
車
の
日
暮
里
駅
発
車
時

刻
は
、
平
日
ダ
イ
ヤ
と
比
べ
て
30
分

以
上
早
い
た
め
、
利
用
者
は
か
な
り

の
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
左
記
事
項
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

現
行
の
５
両
編
成
か
ら
６
～
７

両
編
成
に
増
結
を
行
い
、
平
日
朝

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
を
緩
和
す
る

こ
と
。

２　

土
曜
・
休
日
ダ
イ
ヤ
に
お
け
る

終
列
車
の
日
暮
里
駅
発
車
時
刻
を
、

平
日
ダ
イ
ヤ
並
み
に
繰
り
下
げ
る

こ
と
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
）
環
境
の
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け

て
、
通
信
環
境
の
整
備
、
と
り
わ
け

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ 

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
）
環
境
の
整
備
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
に
観
光
庁
が
行
っ

た
「
平
成
26
年
度
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
国
内
に
お
け
る
受
入
環
境
整
備

に
関
す
る
現
状
調
査
結
果
」
に
よ
る

と
、
旅
行
中
最
も
困
っ
た
こ
と
と
し

て
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
が

30.2
％
と
最
も
高
く
、
特
に
公
共
施
設

や
観
光
施
設
に
お
け
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
の
普
及
や
利
用
手
続
き
の
簡
便

性
の
面
で
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
促

進
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
増

加
だ
け
で
は
な
く
、
防
災
拠
点
と
な

る
公
共
施
設
等
の
災
害
時
に
お
け
る

通
信
手
段
の
確
保
に
も
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
か
ら
、
左
記
事
項
の
実
現

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

鉄
道
・
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
の
宿
泊
施

設
な
ど
の
民
間
施
設
に
対
す
る
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
整
備
支
援
事
業
を
一
層

拡
充
す
る
こ
と
。

２　

日
本
遺
産
・
国
立
公
園
等
の
観

光
拠
点
や
観
光
案
内
所
に
お
け
る

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
一
層

促
進
し
、
観
光
地
の
機
能
向
上
や

利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。

３　

防
災
の
観
点
か
ら
、
避
難
所
・

避
難
場
所
の
学
校
、
市
民
セ
ン
タ

ー
、
公
民
館
等
の
防
災
拠
点
や
、

博
物
館
・
自
然
公
園
等
の
被
災
場

所
と
し
て
想
定
さ
れ
る
公
的
拠
点

へ
の
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を

行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

財
政
的
支
援
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
あ
て
）

い
じ
め
へ
の
対
策
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
所
で
あ
る
は
ず
の
学
校

に
お
い
て
、
現
に
放
射
能
避
難
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
い
じ
め
を
始
め
、
い

じ
め
に
よ
る
自
死
な
ど
、
い
じ
め
の

重
大
な
事
案
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
平
成
27

年
度
に
お
け
る
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
、
小
・
中
学
校
で
21
万
件
を
超
え

て
い
る
。
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

に
い
じ
め
の
防
止
・
早
期
発
見
・
対

処
に
つ
い
て
定
め
た
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
た
が
、

教
職
員
の
業
務
が
煩
雑
・
多
忙
化
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
運
用
が

浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る

教
育
現
場
の
実
現
を
、
一
刻
も
早
く
、

一
層
推
進
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
教
職
員
の
業
務
の

煩
雑
・
多
忙
化
を
解
消
し
、
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
い
じ
め
防
止
こ
そ
、

学
校
が
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
学
校
や
教
職

員
に
対
し
て
徹
底
し
、
い
じ
め
防
止

へ
の
さ
ら
な
る
意
識
の
向
上
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し

て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
あ
て
）

　
　
　
　
　
　

決　

議
…
２
月
22
日

　
　
　
　
　
　

意
見
書
…
３
月
28
日


